
A さん
要介護１ 独居 女性
（開始時）６７歳

【主病名】
水頭症 アルツハイマー型認知症
【その他】
独居 市内に娘様在住
（時々会いに出かける）
生活保護
買い物、洗濯、調理などの家事、セルフケ
アは自立。

〇サービス導入前
短期記憶が曖昧で、不安も強くあり毎日保護係へ出向き、生活上の不安な事やアパートを退去させられそう（事実ではない）などの話をし、
窓口で泣きわめく。一旦帰宅しても再度３０分後に再訪する事が続いていた。
〇サービス導入後
毎朝食事が終わった時間にヘルパー訪問があり、予定の確認、困っていることの助言などができ気持ちが安定する。
月に１～２回内服忘れが見られた為、ヘルパー訪問時に内服確認・介助を行う。 大家さんも毎日ヘルパーが来ることで安心感ある様子。
〇現在
内服忘れは有る。娘様のご自宅へ週2回出かけるようになり、定期巡回週3回、訪問看護週1回でカバー。保護係への問い合わせもない。
本人の気持ちが安定してきたので、半日の通所介護（運動）を利用開始予定。
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